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今
回
は
関
川
文
書
か
ら
代
表
的
な
古
文
書
で

あ
る
「
年ね
ん
ぐ
わ
り
つ
け
じ
ょ
う

貢
割
付
状
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
年
貢
割
付
状
と
は
、
各
村
に
対
し
て
年
貢
の

額
な
ど
を
通
知
す
る
た
め
に
毎
年
作
成
さ
れ
る

文
書
で
あ
り
、
村
全
体
の
石
高
＝
生
産
力
や
、

溜
池
や
道
路
な
ど
の
年
貢
を
課
さ
な
い
土
地
、

災
害
な
ど
に
よ
る
年
貢
の
減
額
な
ど
の
情
報
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
多
く
残
る
種
類

の
古
文
書
で
あ
り
、
関
川
文
書
の
中
で
最
も
長

期
に
渡
り
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
数
は
旧
井

関
村
分
は
承
応
２
年
（
１
６
５
３
）
か
ら
明
治

２
年
（
１
８
６
９
）
ま
で
２
０
０
点
、
旧
石
川

村
分
は
正
保
２
年
（
１
６
４
５
）
か
ら
明
治
２

年
ま
で
82
点
に
上
り
ま
す
。
前
述
の
通
り
決
し

て
珍
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
並
べ
て

み
る
と
石
高
の
増
加
具
合
や
災
害
の
影
響
な
ど

を
細
か
く
教
え
て
く
れ
る
、
近
世
の
地
域
を
知

る
上
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
史
料
で

す
。

　
今
回
紹
介
し
た
年
貢
割
付
状
は
、
７
月
５
日

か
ら
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
企
画
展
で
展
示
さ
れ

ま
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
33
回
企
画
展

「
土
地
の
記
録
」

期
間
／
10
月
１
日
日
ま
で
開
催
中

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

休
館
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

シリーズ212

「関川文書　年貢割付状」
問文化振興課（支所）
℡ 43-1111（内線 1456）

【７月の休館日】
３日月・10日月・17日月・18日火・24日月・
27日木・31日月
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

◆こども図書館
（午前 10時 30分～）
１日土 おはなし玉手箱
13日木 ひよこのおはなしかい
15日土 むかしむかしのおはなし会
◆郷の本棚やさと図書館
（午後２時 30分～）
８日土 おはなしフレンズ

７月１日土から課題図書の貸出スタート

▶市内に住む小・中学生を対象に夏休みの課題図書を貸し
出します。必ず自分の「図書館利用カード」で借りてく
ださい。延長はできません。
貸出冊数：１人１冊まで
貸出期間：１週間 

おもしろ理科
実験教室

▲延宝７年（1679）
　南石川村未御年貢可納取付事

第 69回青少年読書感想文全国コンクール課題図書
【小学校低学年】
「それで、いい！」「よるのあいだに…」　ほか２冊 
【小学校中学年】 「ライスボールとみそ蔵と」　ほか３冊 
【小学校高学年】 
「ふたりのえびす」「５番レーン」　ほか２冊 
【中学校】「スクラッチ」「アップステージ」　ほか１冊 
【高等学校】
「ラブカは静かに弓を持つ」「タガヤセ！日本」　ほか１冊 

7/29土
▶７月１日予約開始。詳
細はホームページをご
覧ください。



第 44回

「八郷吟詠会」

八郷吟詠会では、毎月第１金曜日の午後、
中央公民館にて、月例学習会を行っています。
会員は、男女合わせて 10人です。
　皆高齢ですが、年齢を感じさせない声量と
詩意を理解して吟じる心は、歳徳であろうと
思います。会としては、文化継承の意味から
も、若い皆様の入会を期待しています。一度、
気軽に見学に来てください。
　詩吟は、主に漢詩を吟じるため、堅苦しい
イメージがありますが、歌謡曲、童謡や民謡
の入った詩吟、カラオケの詩吟など、多くの
種類があり、楽しく練習できると思います。
　新型コロナが終息の際には、特養老人ホー
ムなどを訪問し、練習の成果を披露したいと
考えています。

会員：10 人
年会費：無料
問八郷吟詠会（小松崎）
℡ 43-2343
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遠
き
日
の
恩
師
な
り
き
と
母
の
言
ふ
大
往
生
せ
し
関
し
な
さ
ん
は

母
の
日
を
心
待
ち
す
る
老
母
か
な

投
稿
作
品

土
間
に
ゃ
苦
労
の　
昔
の
農
機　
今
は
我
が
家
の　
宝
物

思
い
出
し
ま
す　
五
月
の
節
句　
母
と
作
っ
た　
柏
餅

野
菜
作
り
に　
土
耕た

が
やし

て　
実
り
願
っ
て　
湯
に
浸
か
る

ツ
バ
メ
掠か

す
め
る　
新
緑
五
月　
空
に
植
田
に　
鯉
の
ぼ
り

お
し
ゃ
れ
心
に　
気
持
も
晴
れ
て　
服
に
合
わ
せ
て　
買
う
帽
子

効
果
な
い
ね
と　
笑
っ
て
飲
ん
で　
友
と
三
日
目　
美
人
の
湯

麦
の
穂
先
が　
五
月
の
風
を　
受
け
て
稔
り
の　
時
を
待
つ

オ
ー
イ　
ハ
イ
ヨ
と　
歩
ん
だ
八
十
路　
包
む
温
も
り　
五
月
晴
れ

石
岡
俚
謡
会

宙
返
り
女
に
戻
る
準
備
す
る

う
ん
う
ん
と
笑
顔
を
見
せ
て
裏
の
顔

ホ
ー
ム
ズ
も
女
の
涙
見
破
れ
ず

花
を
買
い
誉
め
た
ら
一
本
お
ま
け
で
す

い
し
お
か
川
柳
会

茄
子
植
う
る
昔
一
畝
今
五
本

筆
執
れ
ば
筆
の
世
界
の
夏
来
る

曇
天
を
押
し
上
ぐ
勢
ひ
山
法
師

体
調
の
優
る
る
日
々
や
更
衣

や
さ
と
俳
句
会

手
も
足
も
動
く
倖
せ
痩
蛙

主
恋
し
空
き
家
に
絡
む
蔦
若
葉

た
ん
ぽ
ぽ
の
ぽ
ぽ
は
四
方
に
霞
浦
の
湖

青
嵐
身
の
上
話
を
突
然
に

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

荒
井　
幸
子
（
山
崎
）

田
邊　
一
夫
（
若
松
）

篠
原　
美
千
代
（
国
府
）

助
川　
浩
史
（
府
中
）

秋
野　
も
み
じ
（
南
台
）

若
色　
茂
（
山
崎
）

醍
醐　
正
夫
（
東
大
橋
）

石
塚　
芳
華
（
石
岡
）

小
川
野　
蛙
（
府
中
）

前
島　
く
に
子
（
貝
地
）

石
塚　
芳
華
（
石
岡
）

安
部　
正
一
（
東
石
岡
）

若
色　
茂
（
山
崎
）

見
明　
節
子
（
若
宮
）

萩
原　
清
（
宇
治
会
）

秋
山　
享
弘
（
宇
治
会
）

山
崎　
景
子
（
瓦
谷
）

羽
生　
俊
（
柴
内
）

山
口　
美
津
子
（
総
社
）

福
田　
泰
夫
（
東
光
台
）

田
端　
俊
行
（
三
村
）

小
泉　
ち
よ
子
（
東
光
台
）


